
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 1 ） 第12115号 2019（平成31）年 1 月16日　水曜日 ©（　　　　　　　）昭和十八年二月八日
第三種郵便物認可 THE YAKUJI NIPPO （ Pharmaceutical News ）

月 水 金　発行

薬事日報社
東京本社� 〒101-8648
東京都千代田区神田和泉町1
　　☎（03）3 8 6 2 - 2 1 4 1
　　℻（03）5 8 2 1 - 8 7 5 7
大阪支社� 〒541-0045
大阪市中央区道修町2-1-10
　　☎（06）6 2 0 3 - 4 1 9 1
　　℻（06）6 2 3 3 - 3 6 8 1
　購 読 料　　半年18,300円
　（税別）　　１年33,550円

本号８ページ

肺炎球菌ﾜｸﾁﾝ定期接種
　経過措置延長……2
春の新製品内覧会
　小林製薬…………6
タミフルの問合わせ
　対応にＡＩ………7
特集　4～5
〈添加剤〉

きょうの紙面

　

抗
Ｐ
Ｄ
︲
１
抗
体
「
ニ
ボ
ル

マ
ブ
」
を
は
じ
め
と
す
る
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の

登
場
は
、
癌
の
免
疫
療
法
を
開

花
さ
せ
た
一
方
、
高
額
な
薬
剤

費
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
国
民

医
療
費
の
高
騰
を
防
ぐ
た
め
、

２
０
１
７
年
２
月
に
は
緊
急
薬

価
改
定
が
実
施
さ
れ
、
ニ
ボ
ル

マ
ブ
の
１
０
０
㎎
バ
イ
ア
ル
の

薬
価
が
50
％
引
き
下
げ
ら
れ

た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
４
月
の
薬
価

改
定
、
11
月
の
薬
価
収
載
時
に

用
法
用
量
変
化
再
算
定
が
適
用

さ
れ
、
ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
薬
価
は

約
４
年
前
の
72
万
９
８
４
９
円

か
ら
17
万
３
７
６
８
円
と
大
幅

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
適
応

拡
大
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る

Ｄ
Ｖ
Ｏ
実
施
で
薬
剤
費
削
減
に

旭川医大病院薬剤部

北
海
道
内
の
多
施
設
研
究
で
判
明

高
額
な
ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
適
正
使

用
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。

　

こ
う
し
た
中
、
福
土
氏
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
残
薬
を
有

効
活
用
し
て
薬
剤
費
削
減
が
期

待
さ
れ
る
Ｄ
Ｖ
Ｏ
導
入
を
視
野

に
、
北
海
道
内
の
ニ
ボ
ル
マ
ブ

の
廃
棄
実
態
を
調
査
す
る
と
共

に
、
バ
イ
ア
ル
内
の
安
定
性
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

参
加
協
力
が
得
ら
れ
た
北
海

道
内
の
17
施
設
で
17
年
10
月
か

ら
昨
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間

に
各
施
設
で
調
製
さ
れ
た
ニ
ボ

ル
マ
ブ
を
回
収
し
、
バ
イ
ア
ル

内
の
残
液
の
重
量
を
過
量
充
填

分
を
含
め
て
計
測
。
ニ
ボ
ル
マ

ブ
の
廃
棄
量
と
し
て
算
出
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
４
５
調

製
分
の
バ
イ
ア
ル
が
回
収
さ

れ
、
１
０
０
㎎
と
20
㎎
バ
イ

ア
ル
内
の
残
液
の
総
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
86
・
３
バ
イ
ア
ル

分
、
６
４
８
・
４
バ
イ
ア
ル
分

に
相
当
し
、
昨
年
３
月
末
時

点
の
薬
価
ベ
ー
ス
で
ニ
ボ
ル

マ
ブ
の
廃
棄
額
は
約
８
０
１

７
万
円
、
廃
棄
率
は
約
６
・

１
％
に
上
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
ま
た
調
製
当
日
に
Ｄ
Ｖ
Ｏ

を
実
施
し
た
施
設
で
は
、
１
５

８
本
の
20
㎎
バ
イ
ア
ル
が
未
使

用
と
な
り
、
約
１
１
８
７
万
円

の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

ニ
ボ
ル
マ
ブ
を
調
製
対
象
患

者
の
癌
種
は
、
肺
癌
が
62
・

４
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
腎

細
胞
癌
18
・
４
％
、
胃
癌
13
・

７
％
の
順
で
、
投
与
量
は
中
央

値
で
１
７
５
㎎
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
残

液
を
解
消
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
Ｏ

導
入
を
視
野
に
バ
イ
ア
ル
内
の

ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
安
定
性
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
調
製
後
の

バ
イ
ア
ル
内
に
残
っ
た
ニ
ボ
ル

マ
ブ
の
蛋
白
質
濃
度
と
Ｐ
Ｄ
︲

１
に
対
す
る
結
合
活
性
の
経
時

的
変
化
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、

室
温
と
４
℃
い
ず
れ
の
保
存
条

件
下
で
も
開
封
後
28
日
目
ま
で

有
意
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
長

期
的
に
安
定
性
を
保
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
た
。

　

現
在
、
ニ
ボ
ル
マ
ブ
は
日
本

で
も
１
回
２
４
０
㎎
の
固
定
用

量
が
昨
年
８
月
に
承
認
さ
れ
、

高
額
な
残
薬
問
題
は
解
消
さ
れ

た
と
言
え
る
。
た
だ
、
福
土
氏

　

北
海
道
内
の
医
療
機
関
で
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
「
ニ
ボ
ル
マ
ブ
」
の
廃
棄
量
の
実
態
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
昨
年
３
月
末
の
薬
価
ベ
ー
ス
で
約
８

０
１
７
万
円
に
上
る
こ
と
が
、
旭
川
医
科
大
学
病
院

薬
剤
部
の
福
土
将
秀
氏
ら
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
調
整
当
日
に
単
回
使
用
バ
イ
ア
ル
の
複
数
回
使

用
（
Ｄ
Ｖ
Ｏ
）
を
実
施
し
た
施
設
で
は
、
約
１
１
８

７
万
円
の
薬
剤
費
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
た
。
現
在
、
１
回
２
４
０
㎎
の
固
定
用
量
が

承
認
さ
れ
、
ニ
ボ
ル
マ
ブ
の
残
薬
問
題
は
解
消
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
海
外
で
は
イ
ピ
リ
ム
マ

ブ
と
の
併
用
療
法
で
体
重
換
算
の
投
与
量
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
無
菌
性
を
担
保
す
る
調
製

方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
開
封
後
の
使
用
期
限
を

延
長
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｏ
実
施
に
よ
る
バ
イ
ア
ル
内
残
薬
の

有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

◆
厚
生
科
学
審

議
会
医
薬
品
医

療
機
器
制
度
部

会
に
よ
る
議
論

を
踏
ま
え
、
昨

年
末
に
薬
機
法

等
制
度
改
正
の
要
点
が
定

ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
今

後
、
薬
機
法
、
薬
剤
師
法
等

の
法
令
改
正
に
向
け
た
作
業

が
進
め
ら
れ
る
◆
薬
剤
師
に

と
っ
て
は
「
調
剤
時
の
み
な

ら
ず
、
薬
剤
の
服
用
期
間
を

通
じ
て
、
一
般
用
医
薬
品
等

を
含
む
必
要
な
服
薬
状
況
の

把
握
や
薬
学
的
知
見
に
基

づ
く
指
導
を
行
う
義
務
」
が

法
律
上
、
明
確
化
さ
れ
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
◆
こ
の
業
務
は
今

ま
で
も
当
然
実
施
し
て
し
か

る
べ
き
だ
が
、
法
律
で
義
務

化
さ
れ
る
と
な
る
と
重
み
が

増
す
。
あ
る
チ
ェ
ー
ン
薬
局

の
社
長
か
ら
「
副
作
用
の
発

現
を
薬
剤
師
が
見
逃
し
た
場

合
の
責
任
を
、
よ
り
強
く
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

対
応
が
課
題
だ
」
と
聞
い
た

◆
こ
う
し
た
業
務
の
実
践
に

今
後
、
調
剤
報
酬
が
新
設
さ

れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
業
務
量
は
増
え
、
責
任

が
重
く
な
る
一
方
、
十
分
な

対
価
は
得
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
問
わ
れ
て
い
る
の

は
、
薬
物
療
法
の
有
効
性
や

安
全
性
の
確
保
に
力
を
尽
く

す
薬
剤
師
の
姿
勢
や
役
割

だ
。
そ
の
成
果
を
示
す
こ
と

は
、
医
薬
分
業
批
判
へ
の
反

論
に
も
な
り
得
る
と
思
う
。

ら
は
、
今
回
の
調
査
結
果
で
ニ

ボ
ル
マ
ブ
投
与
量
の
中
央
値
が

１
７
５
㎎
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、「
１
回
２
４
０
㎎
の
固

定
用
量
が
日
本
人
に
は
オ
ー

バ
ー
ド
ー
ズ
に
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
指
摘
。

　

ま
た
、
海
外
で
は
イ
ピ
リ
ム

マ
ブ
と
の
併
用
療
法
で
体
重
換

算
の
投
与
量
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
無
菌
性
を
担

保
す
る
調
製
方
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
開
封
後
の
使
用
期
限

を
延
長
し
、
調
整
当
日
に
限
ら

な
い
Ｄ
Ｖ
Ｏ
実
施
に
よ
る
バ
イ

ア
ル
内
残
薬
の
有
効
活
用
が
期

待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

査
を
行
っ
た
結
果
を
厚
生
科
学

審
議
会
予
防
接
種
基
本
方
針
部

会
に
報
告
し
た
。
立
入
検
査
の

結
果
、
製
造
担
当
者
が
承
認
書

の
変
更
手
続
き
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
判
明
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
厚

労
省
は
Ｍ
Ｓ
Ｄ
に
対
し
て
、
昨

年
12
月
27
日
に
文
書
で
行
政
指

導
し
、
原
因
究
明
と
改
善
を
求

め
た
。

　

ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
を
め

ぐ
っ
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

成
分
濃
度
を
測
定
す
る
際
、
比

較
対
象
と
し
て
使
用
す
る
試
薬

に
つ
い
て
、
２
年
間
の
有
効
期

間
を
超
え
た
も
の
を
使
用
し
て

規
格
試
験
を
行
っ
た
製
品
が
出

荷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
。

米
国
向
け
と
日
本
向
け
の
製
品

を
同
じ
工
場
で
製
造
し
、
米
国

で
は
２
０
１
７
年
８
月
に
有
効

期
間
を
３
年
に
変
更
す
る
延
長

手
続
き
を
完
了
し
て
い
た
一

方
、
日
本
で
は
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と

み
ら
れ
、
厚
労
省
は
「
流
通
済

み
製
品
の
有
効
性
・
安
全
性
に

問
題
は
な
い
」と
判
断
。た
だ
、

原
因
究
明
や
類
似
事
例
の
有
無

を
確
認
す
る
た
め
、
昨
年
12
月

13
日
に
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
国
内
法
人
、

17
日
に
同
社
工
場
に
立
入
検
査

を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、米
国
か

厚
労
省
が
Ｍ
Ｓ
Ｄ
に
行
政
指
導

期
限
切
れ
ワ
ク
チ
ン
試
薬
使
用
で

厚
科
審
部
会
に
報
告
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

厚
生
労
働
省
は
10
日
、
Ｍ

Ｓ
Ｄ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
」
で
有

効
期
間
を
超
え
た
試
薬
を
使
用

し
た
製
品
が
出
荷
さ
れ
て
い
た

件
を
め
ぐ
り
、
同
社
に
立
入
検

ニ
ボ
ル
マ
ブ
を
約
8000
万
円
廃
棄

ら
輸
入
さ
れ
た
製
品
の
試
薬
の

有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
昨
年
２
月
に
工
場
が
気

づ
い
て
い
た
も
の
の
、
製
造
担

当
者
が
承
認
書
の
変
更
手
続
き

が
必
要
な
こ
と
を
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

ま
た
、
同
社
が
有
効
期
間
延

長
に
関
す
る
一
部
変
更
承
認
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を

昨
年
９
月
に
認
識
し
て
い
た
も

の
の
、
出
荷
を
止
め
る
必
要
性

は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク

ス
の
ほ
か
、
ヘ
プ
タ
バ
ッ
ク

ス
、
ロ
タ
テ
ッ
ク
、
ガ
ー
ダ
シ

ル
な
ど
他
の
ワ
ク
チ
ン
の
製
造

方
法
や
承
認
内
容
と
実
際
の
製

造
方
法
に
違
い
が
な
い
か
ど
う

か
も
確
認
し
た
が
、
問
題
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

検
査
結
果
を
踏
ま
え
、
厚
労

省
は
昨
年
12
月
27
日
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ

に
対
し
て
再
発
防
止
に
向
け
た

社
員
教
育
や
米
国
、
日
本
間
の

情
報
共
有
の
徹
底
な
ど
を
文
書

で
行
政
指
導
し
、
原
因
究
明
と

改
善
を
求
め
た
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
、
弁
護
士
な
ど
を

交
え
た
第
三
者
組
織
を
立
ち
上

げ
た
上
で
、
原
因
究
明
と
再
発

防
止
策
の
検
討
を
行
う
予
定
に

し
て
い
る
。


